
 社外取締役メッセージ

「現場」にこだわる社外役員の活動
当社は、取締役会の実効性向上に向け、
社外役員が「総合商社」の多岐にわたる
ビジネスや当社の課題を深く理解する 

ための機会を積極的に設けています。 
具体的には、社内の重要役職者や事業
会社のトップマネジメントとの個別面談、
国内・海外の事業視察、若手・中堅社員
とのディスカッション等を行い、現場に赴き社員と直接対話する機会も多くあります。私の 

経験上、他社と比較しても現場や人材に接する機会は格段に多い印象を持っています。

2023年度は、豪州での鉄鉱石事業や海水淡水化事業の視察を実施し、単なる事業見学に
とどまらず、現場社員との意見交換を通じて現場の風土や社員のモチベーションを直に感じ
取り、事業の取組意義を一層理解することができました。また、当社社員が現場に入り込み、
ハンズオン経営による「稼ぐ、削る、防ぐ」の徹底が事業会社の隅 に々まで浸透している様子を
実感し、当社の強みを再認識しました。これらの現場訪問の経験から得た深い理解をもとに、
取締役会でより多角的かつ本質的な議論を行うことで、社外取締役としての牽制・監督 

機能を発揮し、企業価値の持続的向上に貢献していきます。

社外取締役
川名 正敏

東京女子医科大学病院副院長等としての
病院経営の経験と医療に関する高度な 
知識を持つ。2018年6月に当社取締役 
就任。健康経営やコロナ禍後における 
社内防疫体制について、専門知識を活か
した数多くの有益な提言等を行っている。
2024年度ガバナンス・指名・報酬委員会
委員。

当社の更なる成長に向けた横連携への期待
当社の社外取締役に就任してから1年が経過しました。社内役員との対話や事業会社の 

ヒアリング等を通じて各事業の理解も進み、幅広い経験を持った社外役員同士でも活発な
議論を行っています。この1年で特に印象的だったのは、社会からも高い注目を集め、取締
役会でも様 な々意見が挙がった㈱WECARSに関する議論です。当社の幅広い知見を掛け
合わせることで将来の成長を期待していますが、その前提となるのは、まず組織風土改革を
貫徹することです。私自身、消費者目線で人々の暮らしや生活の分野に携わってきた経験を
活かし、㈱WECARSの取締役として監視・監督機能を果たしていきます。（▶ Page 62  

総合力の発揮によるWECARSの事業再建）
　また私は、長年に亘る行政での経験から縦割り組織の強みと限界を実感してきました。
当社においても、「縦割り」はこれまでの成長を支えてきた力強い事業基盤である一方、消費者
ニーズの多様化が進む中では大きな課題の一つになると感じています。しかし、逆に言えば
成長のチャンスでもあります。旧来の縦割りを打破し、川下起点でニーズを総合的に捉え、
横の繋がりを活かした新たなビジネス展開を推進できるよう、これまでの知見を活かした 

有益な提言を行うことで、当社の持続的な企業価値向上に貢献していきたいと考えています。

社外取締役
伊藤 明子

国土交通省初の女性局長として住宅局長
を務め、内閣官房内閣審議官まち・ひと・
しごと創生本部事務局総括官補等の要職
を歴任後、消費者庁長官に就任。消費者
視点の課題全般について豊富な知見を 
持つ。2023年6月に当社取締役就任。
2024年度ガバナンス・指名・報酬委員会
委員。
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